
CSP 年間保守契約の必要性について 

― 法令・ガイドライン改定への継続対応と監査帳票の維持 ― 

保育所・幼稚園・認定こども園専用給食管理ソフト「わんぱくランチ」 ／ 株式会社アドム 

1. 本書の趣旨 

給食管理は、複数の省庁が定める基準・ガイドラインに沿って運営する必要があり、それらは数年ごとに改定されます。改定

のたびに、栄養価計算の基礎データ、栄養目標量の算定方法、監査帳票の様式などを最新の内容へ反映しなければなり

ません。 

わんぱくランチでは、この改定対応を「CSP 年間保守契約」に基づくバージョンアップとして提供しています。本書は、保守

契約によってどの基準への対応が維持されるのかを整理したものです。 

 

2. 保守契約で対応が維持される主な法令・ガイドライン 

① 栄養価計算の基礎データ 

根拠 対応内容 

文部科学省 日本食品標準成分表 収録食品データに基づく栄養価計算。乳幼児給食・アレルギー対応に必要

な食品を登録済（追加・編集可）。公表データに随時更新。 

厚生労働省 日本人の食事摂取基準 0 歳〜7 歳（男女）を収録。3 歳以上児・未満児・離乳期・アレルギー等の任

意グループに対し、年齢・性別・人数から栄養目標量を最新の食事摂取基準

を基に自動計算。 

こども家庭庁 児童福祉施設における食事

摂取基準の活用について／児童福祉施

設における食事の提供ガイド 

上記に準じた栄養管理を実施。 

 

② アレルギー対応 

根拠 対応内容 

消費者庁 食品の表示義務 アレルギー特定原材料等の登録。各食品へのアレルゲン紐付け（追加・編集

可）。 

こども家庭庁 保育所におけるアレルギー

対応ガイドライン（2019 年改訂版） 

アレルギー献立の作成、家庭・医療機関との連携を推進する生活管理指導

表・食物日誌の出力。保護者との打合せ内容、園児へのケア内容、成長発

達の記録、禁忌食品・寛解食品の管理。事故防止のため、アレルギー原因

食物がわかる予定献立表・配布用献立表・配膳時の個別アレルゲンチェック

表を出力。 

 



③ 監査・報告帳票 

根拠 対応内容 

給食監査報告内容 園の実施献立から食品群別の荷重平均成分値（100g）を自動計算し、給与

栄養目標量を考慮して食品群別摂取目標量を設定。根拠となる使用食材の

総量、食品群ごとの使用割合、栄養価を画面で確認・出力可能。食品群は地

域に合わせて自由に変更可。 

厚生労働省 特定給食施設における栄養

管理に関する指導・助言（平成 25 年 9 月

3 日）／こども家庭庁 乳幼児身体発育調

査（令和 5 年） 

幼児身長体重曲線による個人のやせ・肥満の評価、年齢・性別ごとに該当す

る者の人数と割合を出力。 

食品衛生法・HACCP（2020 年義務化／

2021 年 6 月完全制度化）／厚生労働省 

大量調理施設衛生管理マニュアル 

食品検収表・検食表、給食日誌、衛生管理チェック表（一般衛生管理の記

録）、調理・保管の記録簿（危害要因重要管理点の記録）を出力。 

厚生労働省 食育指針 栄養価付き家庭用配布献立表、料理サンプル食札、配布用レシピなど、保

護者向け資料を作成。 

 

④ 定期配信コンテンツ（保守加入者向け） 

内容 準拠・補足 

乳幼児レシピ 2,000 件以上を搭載 最新の日本人の食事摂取基準値を考慮。大量調理マニュアルを考慮した作

り方を記載。 

除去を意識した献立（乳・卵・小麦）等を搭

載 

保育所におけるアレルギー対応ガイドライン（2019 年改訂版）。新規に症状

を誘発するリスクの低い食物を使った料理、調理作業を意識した料理を含

む。 

月間献立を隔月で 2 か月分配信 最新の食事摂取基準値、アレルギー対応ガイドラインを考慮。以上児＝昼

食・午後おやつ／未満児＝午前おやつ・昼食・午後おやつ。 

給食だよりを隔月で 2 か月分配信 食育推進基本計画、保育所保育指針、保育所における食事の提供ガイド、

食生活指針の内容を考慮。 

 

⑤ その他の保守サービス 

● 機能向上バージョンアップ版の提供（最新版の配布） 

● 地域別監査帳票の改訂対応 

● 画面共有によるサポート 

● PC 故障時の際の代替環境（オンライン）の無料提供 

● データ破損時の復旧支援 

● プロテクトキーの無料交換 

● 情報サイト「わんぱくランチ広場」・動画配信サイト「わんぱくチャンネル」の閲覧 

 



3. 保守契約に加入しない場合 

項目 保守加入時 未加入時 

食品成分表・食事摂取基準の

改定 

更新版が提供され、常に最新の基準で栄

養価・目標量を計算できます。 

導入時点の基準のまま。改定後の基準で

は計算されてないため、自治体の監査で

指摘されます。 

監査帳票の様式変更 改訂対応版を提供します。 旧様式のまま。監査時に手作業での作り

直しが必要になります。 

月間献立・給食だよりの配信 隔月で 2 か月分を提供します。 提供はありません。 

バージョンアップ 無償で提供します。 都度対応（有償）。 

サポート対応 サポート時間：平日午前 10 時～午後 5

時。 

 

サポート時間：平日午前 10 時 30 分～12

時。画面共有サポート等、保守加入者

限定のサポートはお受けいただけませ

ん。 

 

保守未加入のまま運用を続けると、時間の経過とともに「システムの出力内容」と「現行の基準」の間にずれが

生じます。 

とくに給食監査の場面では、帳票様式や身体評価の方法が現行のものであることが求められます。保守契約は、導

入したシステムを「使い続けられる状態」に保つための費用としてご検討ください。 

 

4. 費用 

項目 金額 

CSP 年間保守料（1 ライセンスあたり・年額） 42,600 円（税別）／ 46,860 円（税込） 

※ 法令改定への継続対応、監査帳票の維持、各種サポートを含みます。 

 

お問い合わせ・ご相談 

株式会社アドム わんぱく子どもの食事研究所 

フリーダイヤル 0120-166-221（平日 10:00〜17:00 祝日・特別休日を除く） 

 


